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CASA新聞
昨
年
か
ら
値
下
げ
局
面
が
続

い
た
国
産
針
葉
樹
構
造
用
合
板

は
、
合
板
メ
ー
カ
ー
が
４
月
か

ら
相
次
い
で
値
上
げ
に
動
い
た

こ
と
で
い
よ
い
よ
下
げ
止
ま
っ

た
。
手
当
て
に
慎
重
だ
っ
た
需

要
家
も
仕
入
れ
に
動
く
な
ど
、

市
場
に
底
打
ち
感
が
広
が
っ
て

い
る
。
大
型
連
休
前
後
に
は
一

部
の
流
通
で
荷
動
き
が
や
や
上

向
い
た
。

た
だ
、
住
宅
需
要
は
期
待
さ

れ
た
ほ
ど
回
復
せ
ず
、
ル
ー
ト

向
け
を
中
心
に
当
用
買
い
が
進

む
。
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
の
受
注

に
つ
い
て
は
１
～
２
月
に
漂
っ

て
い
た
停
滞
感
か
ら
は
脱
し
た

が
、
５
月
も
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

合
板
メ
ー
カ
ー
は
４
月
か
ら

値
上
げ
を
実
施
し
、
大
手
メ
ー

カ
ー
で
は
構
造
用
合
板
（
12
㍉

厚
、
３×

６
判
）
の
都
市
圏
ル

ー
ト
向
け
で
１
３
０
０
円
（
問

屋
着
、
枚
）
前
後
の
新
契
約
が

国産合板商況 底打ちも流通は当用買い

針
葉
樹
合
板
は
、
主
要
メ
ー

カ
ー
の
値
上
げ
唱
え
以
降
も
川

下
に
目
立
っ
た
買
い
急
ぎ
姿
勢

出
て
い
る
。
た
だ
一
部
で
足
元

の
需
要
が
振
る
わ
ず
、
思
う
よ

う
な
値
上
げ
幅
に
な
っ
て
い
な

い
よ
う
だ
。
一
方
、
３
月
の
決

算
期
に
か
け
て
出
て
い
た
極
端

な
下
値
玉
の
消
化
が
進
ん
だ
た

め
相
場
は
底
上
げ
傾
向
で
、
首

都
圏
の
中
心
値
は
１
３
０
０
円

弱
（
同
）
と
な
っ
て
い
る
。

合
板
の
生
産
コ
ス
ト
は
依
然

と
し
て
上
昇
し
て
い
る
。
合
板

メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
は
材
料
の

一
つ
で
あ
る
接
着
剤
も
、
段
階

的
な
値
上
げ
が
進
行
中
と
い
う
。

大
手
合
板
メ
ー
カ
ー
は
「
需
給

バ
ラ
ン
ス
に
か
か
わ
ら
ず
、
上

げ
ざ
る
を
得
な
い
」
述
べ
、
今

後
も
う
一
段
階
の
値
上
げ
の
必

要
が
あ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

は
見
ら
れ
ず
、
合
板
関
係
に
活

発
な
荷
動
き
は
な
い
。

大
型
連
休
明
け
も
住
宅
実
需

は
伸
び
て
お
ら
ず
、
大
口
需
要

家
で
あ
る
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
も

稼
働
率
が
上
が
っ
て
い
な
い
。

先
行
き
の
不
透
明
感
も
強
い
こ

と
か
ら
実
勢
価
格
は
底
打
ち
か

ら
強
含
み
横
ば
い
と
な
っ
て
い

る
。今

後
は
在
庫
補
充
の
動
き
の

顕
在
化
が
い
つ
に
な
る
か
に
注

目
が
集
ま
る
が
、
梅
雨
を
控
え

需
要
環
境
は
厳
し
い
。

価
格
は
、
弱
含
み
か
ら
は
脱

し
た
も
の
の
、
実
需
の
回
復
が

遅
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
合

傾
向
が
続
い
て
い
る
。
構
造
用

３×

６
判
12
㍉
厚
は
１
３
５
０

円
（
問
屋
着
、
枚
）
の
居
所
で

前
月
比
横
ば
い
。
同
24
㍉
厚
、

28
㍉
厚
も
同
様
で
、
値
上
げ
へ

の
抵
抗
感
か
ら
新
価
格
の
形
成

が
遅
れ
て
い
る
。

農
林
水
産
省
の
木
材

需
給
統
計
に
よ
る
と
、

構
造
用
集
成
材
の
国
内

生
産
量
の
う
ち
国
産
材

を
原
料
と
し
た
割
合
は
、

統
計
を
取
り
始
め
た
２

０
１
７
年
の
26
・
７
％

か
ら
、
22
年
に
は
39
・

９
％
に
上
昇
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
が
大
き

か
っ
た
20
年
を
除
く
と
、

17
年
か
ら
21
年
ま
で
の

構
造
用
集
成
材
の
国
内

生
産
量
は
１
８
５
万
立

方
㍍
前
後
で
そ
の
う
ち

輸
入
材
を
原
料
と
し
た

生
産
量
は
60
万
立
方
㍍

前
後
で
推
移
し
て
い
た
。

し
か
し
、
22
年
は
輸

入
材
を
原
料
と
し
た
生

産
量
が
84
万
６
０
０
０

立
方
㍍
に
落
ち
込
ん
だ
。

一
方
、
国
産
材
を
原
料

と
し
た
生
産
量
は
62
万

国産材率４割に上昇 木材需給統計 農林水産省

４
月
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数

は
７
万
６
５
８
３
戸
（
前
年
同

月
比
13
・
９
％
増
）
で
、
11
カ

月
ぶ
り
に
前
年
同
月
を
上
回
っ

た
。
貸
家
が
好
調
で
３
万
４
５

９
８
戸
（
同
20
・
６
％
増
）
。

分
譲
住
宅
も
マ
ン
シ
ョ
ン
の
増

加
に
よ
り
４
カ
月
ぶ
り
の
前
年

同
月
超
と
な
っ
た
。
一
方
、
持

ち
家
は
29
カ
月
連
続
で
前
年
度

月
を
下
回
っ
た
。
木
造
は
３
万

８
８
０
９
戸
（
同
４
・
４
％
増

）
で
前
年
同
月
を
上
回
り
、
特

に
２×

４
が
健
闘
し
た
。

新
設
住
宅
着
工
戸
数
の
７
万

戸
台
は
２
０
２
３
年
10
月
の
約

７
万
１
０
０
０
戸
以
来
、
６
カ

総着工が11カ月ぶり増加
持家は減少続く 4月の新設住宅着工

月
ぶ
り
と
な
っ
た
。
着
工
戸
数
増
加
に

伴
い
、
同
床
面
積
も
５
７
６
万
６
０
０

０
平
方
㍍
（
前
年
同
月
比
９
・
１
％
増

）
で
、
15
カ
月
ぶ
り
に
前
年
同
月
超
え
。

５
０
０
万
平
方
㍍
の
水
準
は
同

６
月
以
来
と
な
っ
た
。

た
だ
持
ち
家
は
１
万
７
８
７

８
戸
（
同
３
・
９
％
減
）
で
29

カ
月
連
続
前
年
同
月
割
れ
と
不

振
が
続
い
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、

首
都
圏
、
中
部
圏
、
近
畿
圏
の

３
大
都
市
で
は
、
前
年
同
月
を

そ
れ
ぞ
れ
１
～
２
％
上
回
っ
た
。

対
し
て
そ
の
他
都
市
圏
が
９
０

４
９
戸
（
同
８
・
６
％
減
）
と
、

大
都
市
圏
と
そ
の
他
で
持
ち
家

の
動
向
が
分
か
れ
た
。

貸
家
の
増
加
は
、
総
着
工
増

の
一
因
と
な
っ
た
。
貸
家
は
全

都
市
圏
で
増
え
た
が
、
中
部
、

近
畿
圏
が
特
に
好
調
だ
っ
た
。

分
譲
は
全
体
で
は
２
万
２
９
５

５
戸
（
同
16
・
５
％
増
）
で
、

23
年
12
月
以
来
の
２
万
戸
台
と

な
っ
た
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
と
戸

建
て
で
対
照
的
な
実
績
。
戸
建

て
分
譲
は
18
カ
月
連
続
の
前
年

同
月
割
れ
に
加
え
、
３
カ
月
連

続
で
２
桁
の
減
少
幅
と
な
っ
た
。

木
造
住
宅
は
前
年
同
月
を
上

回
っ
た
が
木
造
率
は
50
・
７
％

（
前
月
比
４
・
７
㌽減
）
。
総

着
工
増
の
一
因
が
マ
ン
シ
ョ
ン

の
増
加
で
あ
る
こ
と
が
、
木
造

率
を
押
し
下
げ
た
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
工
法
別
で
は
在
来
が
２

万
８
９
２
３
戸
（
前
年
同
月
比

２
・
３
％
減
）
で
不
振
か
ら
抜

け
出
せ
て
い
な
い
が
、
２×

４

が
持
ち
家
２
３
６
８
戸
（
同
４

・
１
％
増
）
、
貸
家
５
９
３
１

戸
（
同
77
・
２
％
増
）
と
好
調

を
維
持
し
て
い
る
。
２×

４
の

総
着
工
９
０
６
４
戸
（
同
37
・

４
％
増
）
は
、
過
去
１
年
で
見

て
も
最
多
と
な
っ
た
。

国
産
針
葉
樹
合
板
は

５
月
下
旬
に
か
け
て
、

北
関
東
で
販
売
店
向
け

の
販
価
が
下
落
し
た
。

12
㍉
厚
３×

６
判
の
構

造
用
合
板
は
、
５
月
上

旬
の
１
２
８
０
～
１
３

０
０
円
か
ら
同
下
旬
に

か
け
て
１
２
５
０
円
前

後
ま
で
下
押
し
し
た
。

神
奈
川
な
ど
関
東
南
部

を
除
く
、
ほ
ぼ
関
東
全

域
で
局
所
的
に
問
屋
が

売
り
上
げ
確
保
に
動
き
、

川
上
か
ら
安
値
が
出
た
。

た
だ
５
月
中
・
下
旬
か

ら
急
速
に
始
ま
っ
た
動

き
の
た
め
、
ま
だ
販
売

店
間
で
も
価
格
差
が
あ

る
。
そ
の
た
め
北
関
東

の
上
値
は
１
３
０
０
円

前
後
、
神
奈
川
な
ど
南

部
の
中
心
相
場
は
１
３

0613

北関東の販売店向け下落 国産針葉樹合板０
０
～
１
４
０
０
円
前
後
で

動
い
て
い
る
。

３
月
下
旬
に
合
板
工
場
が

減
産
と
値
上
げ
を
打
ち
出
し

て
底
打
ち
を
反
発
し
た
が
、

そ
の
後
の
荷
動
き
が
振
る
わ

ず
反
落
し
た
。
３
月
末
の
底

値
は
販
売
店
着
で
１
２
５
０

円
前
後
だ
っ
た
が
、
４
月
は

そ
の
納
材
が
中
心
で
、
新
値

の
浸
透
は
５
月
か
ら
の
荷
動

き
や
需
給
に
掛
か
っ
て
い
た
。

一
方
、
大
口
の
販
売
店
や

納
材
業
者
、
プ
レ
カ
ッ
ト
工

場
等
に
対
す
る
販
価
は
３
月

末
の
底
値
の
ま
ま
４
月
以
降

も
ほ
ぼ
横
ば
い
で
上
げ
き
れ

な
か
っ
た
。

５
月
か
ら
の
荷
動
き
回
復

が
期
待
さ
れ
た
が
、
む
し
ろ

５
月
下
旬
に
か
け
て
市
況
は

冷
え
込
ん
だ
。
販
売
単
価
は

前
年
同
月
比
で
30
％
前
後
下

落
し
、
売
り
上
げ

確
保
に
焦
る
複
数

の
問
屋
が
競
い
合

い
、
段
階
的
に
値

下
が
り
し
た
。

針
葉
樹
構
造
用

合
板
は
、
２
０
２

３
年
４
月
～
24
年

１
月
ま
で
月
末
在

庫
量
が
13
万
立
方

㍍
台
で
推
移
し
た

が
、
２
～
４
月
平

均
は
約
14
万
８
０

０
０
立
方
㍍
と
増

加
し
た
。
今
年
に

入
っ
て
荷
動
き
が

鈍
化
し
、
２
月
か

ら
の
需
給
崩
れ
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

９
０
０
０
立
方
㍍
と

17
年
以
降
で
最
も
多

く
、
結
果
と
し
て
国

産
材
率
が
４
割
に
達

し
た
。

23
年
は
輸
入
材
を

原
料
と
し
た
生
産
量

が
22
年
比
で
増
加
す

る
一
方
、
国
産
材
を

原
料
と
し
た
生
産
量

は
22
年
と
同
水
準
か

若
干
減
少
し
た
と
み

ら
れ
、
国
産
材
率
は

４
割
に
届
か
な
い
と

想
定
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
今
秋
か
ら
大

手
製
材
工
場
で
国
産

材
集
成
材
の
生
産
が

本
格
化
す
る
と
、
25

年
に
は
国
産
材
率
が

再
び
４
割
に
届
く
可

能
性
が
高
ま
る
。



国
土
交
通
省
は
、
５
月
31

日
付
で
建
築
基
準
法
施
行
令

43
条
第
１
項
及
び
第
２
項
の

但
し
書
き
な
ど
に
基
づ
き
、

46
条
第
４
項
の
軸
組
と
同
等

以
上
の
耐
力
を
有
す
る
軸
組

及
び
軸
組
に
掛
か
る
倍
率
の

数
値
な
ど
を
定
め
る
件
を
告

示
４
４
７
号
と
し
て
定
め
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
構
造
用
石
膏

ボ
ー
ド
の
耐
力
壁
と
し
て
緊

結
方
法
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
規
定
さ

れ
た
Ｄ
Ｔ
Ｓ
Ｎ
（
ド
リ
リ
ン

グ
タ
ッ
ピ
ン
グ
ね
じ
）
が
位

置
付
け
ら
れ
た
。

今
回
の
告
示
改
正
は
「
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る

た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す

省エネ基準強化へ
建築基準法告示改正 国土交通省

２
０
２
４
年
４
月
の
合
板
供

給
は
内
外
産
合
わ
せ
て
38
万
６

０
０
０
立
方
㍍
で
前
年
同
月
比

７
％
増
と
な
り
、
23
年
11
月
以

降
続
い
て
い
た
減
少
傾
向
に
歯

止
め
が
か
か
っ
た
。
国
産
合
板

は
１
万
５
０
０
０
立
方
㍍
ほ
ど
、

輸
入
合
板
は
１
万
立
方
㍍
弱
、

い
ず
れ
も
前
月
か
ら
増
加
し
た
。

同
時
に
国
産
合
板
は
出
荷
量
が

21
万
１
０
０
０
立
方
㍍
で
24
年

１
～
４
月
で
は
最
高
と
な
っ
た
。

国
産
合
板
の
な
か
で
も
針
葉

樹
構
造
用
合
板
の
生
産
量
は
、

19
万
立
方
㍍
（
前
年
同
月
比
９

・
４
％
増
）
と
伸
び
を
見
せ
た
。

厚
さ
別
で
は
特
に
12
～
24
㍉
厚

未
満
が
前
年
同
月
比
13
・
４
％

増
、
24
㍉
以
上
が
同
７
・
４
％

増
と
増
加
率
が
大
き
か
っ
た
。

内外産とも反転増加 24年４月の合板供給

名古屋商況 値上げは難航

輸
入
合
板
の
供
給
量
は
１
月
以

降
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
４
月

は
増
加
に
転
じ
た
。
特
に
供
給
増

加
が
目
立
っ
た
の
は
ベ
ト
ナ
ム
で
、

２
万
７
０
０
０
立
方
㍍
（
同
41
・

８
％
増
）
。
前
年
の
入
荷
自
体
も

堅
調
だ
っ
た
が
今
年
１
～
４
月
時

点
で
も
前
年
同
期
比
14
・
３
％
増

で
、
近
年
入
荷
の
伸
び
が
際
立
つ
。

一
方
、
南
洋
材
合
板
の
主
要
産

地
と
い
え
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
５
万

８
０
０
０
立
方
㍍
（
同
４
・
６
％

増
）
。
ま
た
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
４

万
３
０
０
０
立
方
㍍
（
同
13
・
４

％
減
）
と
今
年
の
最
低
数
量
と
な

っ
た
。
２
月
半
ば
か
ら
は
円
安
傾

向
が
強
ま
り
、
特
に
南
洋
材
合
板

に
つ
い
て
は
、
２
～
３
月
は
市
中

で
先
物
契
約
に
足
踏
み
す
る
よ
う

な
動
き
も
あ
っ
た
。

ユ
ー
ロ
円
相
場
は
４

月
終
盤
か
ら
円
安
が
急

進
し
、
５
月
は
１
ユ
ー

ロ
１
６
６
～
１
６
９
円

で
推
移
。
24
日
以
降
は

同
１
７
０
円
台
が
続
き
、

１
９
９
９
年
に
単
一
通

貨
と
し
て
取
引
が
始
ま

っ
て
以
来
の
最
安
値
を

16
年
ぶ
り
に
更
新
し
た
。

歴
史
的
な
円
安
が
長
引

い
て
い
る
影
響
で
、
欧

州
材
の
輸
入
コ
ス
ト
は

当
面
、
横
ば
い
も
し
く

は
強
基
調
が
続
く
見
通

し
だ
。

今
夏
に
入
荷
を
予
定

す
る
欧
州
産
Ｗ
ウ
ッ
ド

間
柱
５
、
６
月
積
み
は
、

産
地
価
格
が
４
１
０
～

４
１
５
ユ
ー
ロ
（
Ｃ
＆

Ｆ
、
立
方
㍍
）
を
中
心

に
、
前
回
の
３
、
４
月

積
み
の
４
２
０
～
４
３

０
ユ
ー
ロ
（
同
）
か
ら

角
や
集
成
管
柱
が
強
含
み

で
、
コ
ス
ト
上
昇
を
受
け

て
先
高
観
も
強
い
が
、
依

然
と
し
て
旧
コ
ス
ト
材
を

扱
っ
て
い
る
た
め
価
格
改

定
が
遅
れ
て
い
る
の
が
実

情
だ
。

国
産
材
製
品
は
円
安
を

背
景
に
注
目
度
は
高
い
が
、

肝
心
の
実
需
が
鈍
く
、
桧

管
柱
な
ど
は
弱
含
み
保
合

と
な
っ
て
い
る
。

東
海
４
県
の
４
月
の
新

設
住
宅
着
工
戸
数
は
８
３

６
２
戸
（
前
年
同
月
比
11

・
１
増
）
で
４
カ
月
連
続

増
。
持
ち
家
は
２
７
１
２

戸
（
同
１
・
２
％
増
）
で

26
カ
月
ぶ
り
に
増
加
し
た
。

分
譲
住
宅
は
マ
ン
シ
ョ
ン

が
伸
び
て
２
２
５
０
戸
（

同
１
・
９
％
増
）
と
５
カ

月
連
続
の
増
加
と
な
っ
た
。

東
海
地
域
の
住
宅
着
工

数
は
、
デ
ー
タ
上
で
は
増

加
傾
向
を
示
し
て
い
る
も

の
の
、
実
感
と
し
て
は
回

復
感
に
乏
し
い
。
木
材
の

荷
動
き
も
ば
ら
つ
き
、
好

況
感
は
な
い
。

指
標
と
な
る
プ
レ
カ
ッ

ト
工
場
は
７
～
８
割
の
稼

働
を
続
け
、
中
小
の
ビ
ル

ダ
ー
や
工
務
店
が
苦
戦
す

る
な
か
、
「
住
宅
価
格
の

上
昇
で
施
主
と
の
商
談
が

ま
と
ま
り
に
く
い
」
（
問

屋
）
と
の
話
が
聞
か
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
低
調
気
味

だ
っ
た
非
住
宅
物
件
は
徐

々
に
増
加
し
て
き
た
。

木
材
関
係
で
は
、
米
松

製
品
は
国
内
挽
き
の
在
庫

の
積
み
増
し
傾
向
に
よ
り

輸
入
製
品
が
売
り
づ
ら
く
、

価
格
は
今
月
も
保
合
で
推

移
し
て
い
る
。
欧
州
材
製

品
は
、
Ｒ
ウ
ッ
ド
集
成
平

る
法
律
」
を
受
け
建
築
基
準

法
施
行
令
を
見
直
し
た
も
の
。

施
行
令
46
条
第
４
項
の
木

造
軸
組
工
法
の
構
造
方
法
を

定
め
、
軸
組
に
使
用
す
る
Ｊ

Ｉ
Ｓ
釘
に
、
Ｎ
50
な
ど
を
加

え
Ｎ
Ｚ
50
な
ど
を
追
加
。

ま
た
、
46
条
第
４
項
に
規

定
す
る
木
造
建
物
に
つ
い
て

は
、
各
階
の
梁
間
方
向
と
桁

行
方
向
に
つ
い
て
当
該
軸
組

の
数
値
を
乗
じ
て
得
た
長
さ

の
合
計
（
存
在
壁
量
）
が
既

定
の
数
値
以
上
に
な
る
よ
う

設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
該
階
ま
た
は
上
の
階
の

小
屋
裏
、
天
井
裏
に
物
置
な

ど
を
設
置
す
る
場
合
は
必
要

壁
量
（
単
位
面
積
当
た
り
必

要
壁
量
）
の
２
分
の
１
以
上
。

軸
組
の
設
置
に
関
す
る
規

定
で
は
、
令
第
82
条
の
６
項

第
２
号
ロ
に
定
め
る
構
造
計

算
を
行
い
梁
間
方
向
、
桁
行

方
向
の
偏
心
率
が
０
・
３
以

下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た

場
合
を
除
き
、
各
階
の
梁
間

方
向
で
は
桁
行
方
向
の
、
桁

行
方
向
で
は
梁
間
方
向
の
４

分
の
１
部
分
（
側
端
部
分
）

に
46
条
４
項
の
規
定
に
よ
る

大
臣
認
定
を
受
け
た
軸
組
の

長
さ
に
第
２
号
に
定
め
る
当

該
軸
組
の
倍
率
を
掛
け
て
得

た
長
さ
の
合
計
（
側
端
部
分

の
存
在
壁
量
）
と
当
該
側
端

部
の
床
面
積
を
求
め
る
。

各
側
端
部
分
の
存
在
壁
量

を
側
端
部
分
の
必
要
壁
量
で

割
っ
た
数
値
を
求
め
、
各
階

の
梁
間
方
向
と
桁
行
方
向
の

双
方
ご
と
に
壁
量
充
足
率
の

小
さ
い
ほ
う
を
壁
量
充
足
率

の
大
き
い
ほ
う
で
割
っ
た
数

値
を
求
め
、
壁
比
率
が
い
ず

れ
も
０
・
５
以
上
で
あ
る
こ

と
を
確
か
め
る
。

ま
た
、
軸
組
の
仕
様
に

基
づ
い
た
倍
率
が
示
さ
れ
、

構
造
用
石
膏
ボ
ー
ド
に
お

い
て
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
釘
に
加

え
て
Ｊ
Ｉ
Ｓ
ね
じ
（
Ｄ
Ｔ

Ｓ
Ｎ
）
が
規
定
さ
れ
た
。

構
造
計
算
に
つ
い
て
は
、

木
造
も
し
く
は
鉄
骨
造
の

建
築
物
が
構
造
耐
力
上
安

全
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め

る
た
め
の
基
準
と
し
て
、

階
数
が
３
階
で
高
さ
13
㍍

超
、
16
㍍
以
下
の
場
合
の

式
を
示
し
、
各
階
の
剛
性

率
を
計
算
し
、
そ
れ
ぞ
れ

10
分
の
６
以
上
で
あ
る
こ

と
が
確
か
め
ら
れ
た
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

柱
の
小
径
に
つ
い
て
は
、

０
・
０
２
７
＋
22
・
５×

横
架
材
の
相
互
間
の
垂
直

距
離
（
㍉
）
を
横
架
材
の

相
互
間
の
垂
直
距
離
（
㍉

）
で
当
該
階
が
負
担
す
る

面
積
当
た
り
の
固
定
荷
重

と
積
載
荷
重
の
和
（
Ｎ
／

１
平
方
㍍
）
を
割
っ
た
数
。

継
ぎ
手
・
仕
口
に
関
し

て
は
壁
を
設
け
、
ま
た
は

筋
違
を
入
れ
た
柱
の
柱
脚

及
び
柱
頭
の
仕
口
は
必
要

と
さ
れ
る
引
張
力
が
、
当

該
部
分
の
引
張
耐
力
を
超

え
な
い
こ
と
を
確
か
め
ら

れ
た
も
の
で
は
な
く
て
な

ら
な
い
。

施
行
は
２
０
２
５
年
４

月
１
日
か
ら
。
た
だ
し
、

施
行
か
ら
１
年
ま
で
は
２

階
建
て
以
下
、
高
さ
13
㍍

以
下
、
軒
高
９
㍍
以
下
の

木
造
建
築
物
は
整
備
政
令

に
よ
る
改
正
前
の
規
定
で

建
築
で
き
る
等
の
規
定
も

設
け
た
。

ま
た
、
同
構
造
用
合
板
の
出

荷
量
は
19
万
立
方
㍍
弱
（
同
３

・
６
％
増
）
。

国
産
合
板
メ
ー
カ
ー
各
社
が

３
月
に
４
月
出
荷
分
か
ら
構
造

用
合
板
の
値
上
げ
を
発
表
し
た

後
、
そ
れ
ま
で
の
下
げ
局
面
で

在
庫
を
絞
っ
て
い
た
流
通
業
者

ら
が
仕
入
れ
に
動
い
た
。
し
か

し
、
合
板
メ
ー
カ
ー
側
も
発
注

の
増
加
に
対
し
て
配
送
車
の
確

保
等
が
間
に
合
わ
ず
、
４
月
に

出
荷
が
ず
れ
込
ん
だ
。
こ
の
こ

と
が
４
月
に
構
造
用
合
板
が
生

産
・
出
荷
と
も
前
月
か
ら
数
量

を
伸
ば
し
た
理
由
の
一
つ
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
大

型
連
休
中
に
も
動
い
た
現
場
が

あ
り
、
連
休
を
前
に
出
荷
が
増

え
た
メ
ー
カ
ー
も
あ
っ
た
。

欧州材商況 円安で輸入コスト下がらず

若
干
下
振
れ
し
た
。
し

か
し
、
円
安
の
影
響
で

輸
入
コ
ス
ト
は
下
が
ら

ず
、
７
万
円
台
前
半
（

港
オ
ン
ト
ラ
、
同
）
と

前
回
か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い

に
な
る
見
通
し
だ
。
日

本
国
内
の
市
中
相
場
は

同
水
準
で
推
移
し
て
い

る
が
、
夏
場
に
か
け
て

７
万
円
台
中
盤
（
問
屋

卸
、
同
）
に
上
が
ら
な

け
れ
ば
採
算
が
厳
し
く

な
る
。

構
造
材
は
さ
ら
に
コ

ス
ト
転
嫁
が
切
迫
し
て

い
る
。
今
年
第
２
・
四

半
期
契
約
分
の
欧
州
産

構
造
用
集
成
材
と
ラ
ミ

ナ
は
、
産
地
価
格
、
輸

入
コ
ス
ト
が
と
も
に
前

回
か
ら
上
が
っ
た
。
そ

の
た
め
、
今
夏
の
Ｗ
ウ

ッ
ド
及
び
Ｒ
ウ
ッ
ド
構

造
用
集
成
材
の
入
荷
コ

ス
ト
と
国
内
生
産
コ
ス

ト
は
８
万
円
（
プ
レ
カ

ッ
ト
工
場
着
、
同
）
に

近
づ
く
見
込
み
だ
が
、

足
元
の
市
中
相
場
７
万

円
台
前
半
と
は
５
０
０

０
円
以
上
の
値
差
が
あ

る
。
こ
の
値
差
を
集
成

材
メ
ー
カ
ー
は
プ
レ
カ

ッ
ト
工
場
へ
、
プ
レ
カ

ッ
ト
工
場
は
住
宅
会
社

へ
転
嫁
で
き
な
け
れ
ば
、

今
夏
の
採
算
悪
化
が
現

実
味
を
帯
び
て
く
る
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
港

湾
ス
ト
の
影
響
で
、
６

月
の
欧
州
材
の
入
荷
量

は
減
少
見
込
み
で
、
需

給
の
引
き
締
ま
り
と
と

も
に
相
場
が
強
含
み
と

な
る
か
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
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